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解説

★★ （1）

★★★ （2） 有機物はアとオでその他は無機物である。

★★★ （3） 状態変化するときは、分子の「種類と数」は変わらない。運動のようすと集まり方は変わる。

★★★ （4）

解説

★★★ （1）

★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★ （5）
物質の量を半分にしても融点や沸点の温度は変化しない。グラフの傾きは量が半分になることから、急になり、de
間の長さは短くなる。

ab間は固体、bc間は固体と液体、cd間は液体、de間は液体と気体、ef間は気体
の状態である。

ｘは固体から気体になる温度で融点、Yは液体から気体になる温度で沸点とい
う。
液体から気体になる状態変化を蒸発（気化）という。その他の状態変化を右の
図にまとめた。

液体から気体になると、質量は変わらないが体積が（物質の粒子間の距離）
大きくなるため、密度は小さくなる。粒子の粒の大きさは変わらない。

ロウの固体はロウの液体よりも体積は小さくなり、質量は変わらないため、密度が大きくなる。よって固体のロウを
液体のロウの中に入れるとウ沈むが正解となる。

ロウが液体から固体になるときは質量は変わらないが体積は小さくなる。よって体積が小さくなっているのはエで
ある。

1 （1） （3） （4）

エ ア オ
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目標時間

50分3.物質の状態変化（解答）

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

① ② ③ ④

ウ イ ウ ア

① ② ③ ④

キ キ ウ オ

（4）

（5）

（2）

融点

（3）

蒸発（気化）

①

イ、ウ

②

イ

（1）
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解説

★★★ （1） 融点が－20℃よりも小さく、沸点が－20℃よりも大きいものを選べばいいので、イ　エタノールとなる。

★★★ （2） 密度の求め方は、ｇ÷　　　　なので、0.95÷1.2≒0.791≒0.79ｇ/        となる。

★★★ （3） 熱い湯を注ぐと袋がふくらんだことから、体積は大きくなったことがわかる。しかし、状態変化では質量が変化しない。

★★ （4） 急な突沸を防ぐために沸騰石を入れる。

★★★ （5）

★★★ （6） エタノールの沸点は約78度で水の沸点は100度なので、ウを選ぶ。

★★ （7） 液体を加熱して沸騰させ、出てくる気体を冷やしてふたたび液体にして集める方法を蒸留という。

★★★ （8）

★★ （9） 固体、液体、気体の順で物質間の粒子の距離が大きくなる。

逆流を防ぐために、加熱を止める前に、ガラス管を試験管から抜かなければならない（ウ）。また、ガスバーナーの
火を止めるときは、空気調節ネジから閉じる（オ）。

はじめの方に集まった液体はエタノールの割合が多い。しかし、純粋ではない。エタノールが集まりきったら、次い
で、水が集まる。

3 （1）

（6）

（8） （9）

（5）

ウ、オ

（7）

蒸留ウ

エ オ

白い粒

沸騰石 急な沸騰を防ぐため。

理由

（4）

イ

（2）

　0.79　　ｇ/ 質量は変わらず、体積が大きくなるので、エタノールの密度は小さくなる。

（3）
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